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　最近では、地球温暖化現象の影響ともいわれる記録的な豪雨が頻発しており、それに伴い大規模風水

害も頻発しています。雨や風は事前に予測できるので、風水害が発

生する前に備えることができます。いざという時に慌てることがな

いように、日頃からあらかじめどのように行動するか決めておくこ

とが重要です。

～身を守るための備え～

〇避難場所、避難経路を確認しておく！

〇緊急避難や停電に備え非常持ち出し品（食料、懐中電灯、携帯ラ　

　ジオ等）を準備する！

〇断水に備え飲料水を確保しておく！

　吉賀町が避難指示などを発令した場合、指定避難所を開設しますので防災無線などの避難情報に注意

しましょう。

　また、実際に災害が起きてしまった時は、慌てず家族や地域の方と協力して行動することが大切です。

～災害で助かる方の割合～

「自助７割　：　共助２割　：　公助１割」　　　　　

　〇自助＝自分自身、家族

　　　　　「自らの命は自ら守る」

　〇共助＝隣近所、自治会、消防団

　　　　　「みんなの地域はみんなで守る」

　〇公助＝役場、消防、警察など

　　　　　「行政機関等が守る」

問い合わせ先　　　　　　　　

六日市分遣所　☎７７－０１６２　柿木分遣所　☎７９－２２０１

風水害への対応を学ぼう！

　春の交通安全運動に伴い、『交通安全テント村』を５月１６日（火）柿木大谷屋前待避所、１７日（水）

真田ポケットパーク前において、それぞれ津和野警察署の協力を得て開設し、運転手に安全運転を呼び

かけました。

　テント村には岩本町長をはじめ、各地区の交通安全協会員、交通安全母の会や交通指導員、柿木小中

学校の児童生徒、一日警察官として任命された、かきのき保育所の園児２人が参加し運転手に安全

運転を呼びかけました。

◇春の交通安全運動におけるテント村開設について◇
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　消防団員は、普段は自分の職業を持ちながら、平常時には地域の防火・防災の担い手として、また、災

害発生時には、消火・警戒などの消防活動を行い、地域の防災リーダーとしての役割も担っています。

　しかし近年、消防団員数は減少傾向にあり、高齢化も進んでいます。将来の担い手となる若い団員の確

保が重要であり、令和５年度から出動報酬等も見直されました。ぜひ、入団をご検討ください。

◆消防団員の身分と入団資格

消防団員の身分は、非常勤特別職の地方公務員です。

入団資格は１８歳以上で吉賀町に在住、又は勤務しており、性別に関係なく入団できます。

◆消防団員の処遇

年額報酬…階級が団員の場合３６，５００円／年です。

出動報酬…火災などの災害活動に従事した場合４，０００円～８，０００円／日。

　　　　　訓練等へ参加した場合は４，０００円／日です。

公務災害補償…消防団活動中に負傷した場合の補償制度があります。

被服等の貸与…消防団活動に必要な制服や作業服が貸与されます。

退職報償金…消防団員として５年以上勤務し、退団した際に支給します。

運転免許補助金…準中型免許、５t・AT 限定解除の取得の際に金額の一部を補助します。

◆消防団の主な活動

[平常時 ]

・火災予防活動（巡回広報、住宅防火診断等）

・警備警戒活動（年末警戒、花火大会等）

・教育訓練活動（火災防御訓練、規律訓練、救命講習等）

・機械器具等の点検、整備

[災害時 ]

・火災防ぎょ（建物火災、林野火災、車両火災等）

・風水害警戒（台風、集中豪雨、洪水等）

・地震、崖崩れ、山崩れ、地すべり等による救助活動

・その他（人命救助、行方不明者捜索等）

消防団に関するお問合せ・入団のお申し込みは

吉 賀 町 消 防 団 員 募 集！

〒 699-5513　島根県鹿足郡吉賀町六日市７５０番地

吉賀町役場総務課　消防担当

電話：0856-77-1111（代表）　ﾌｧｯｸｽ：0856-77-1891

E-mail：somu@town.yoshika.lg.jp
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◇風力発電事業計画について◇

　吉賀町・周南市・岩国市の３市町の境界区域において、現在風力発電事業が計画されています。

多くの方々に事業計画を認知いただくため、本誌面において風力発電事業の概要や経過、環境ア

セスメント制度等についてお知らせします。

①事業概要について

　　事業者：電源開発株式会社（本社：東京都中央区銀座六丁目 15 番 1 号）

　　事業名：（仮称）西中国ウインドファーム事業

　　事業実施想定区域：吉賀町（蓼野・椛谷）、周南市、岩国市の境界区域

事業規模

　　　　　風力発電所出力　…最大 141,900kW

　　　　　風力発電機の基数…最大 33 基（予定）

　　　　　※単基の定格出力は最大 4,300kW を予定

　　　　　※風力発電機の概要は右図のとおり

②経過について

令和３年　４月 事業者から立地自治体（吉賀町・周南市・岩国市）へ事業概要等の説明

令和３年１１月 事業者による環境アセスメント制度に基づく「配慮書」の提出（次ページ③参照）

および近傍自治会長への概要説明

令和３年１２月 吉賀町から島根県へ「配慮書」に対する意見書の提出

令和４年　１月 島根県から事業者へ「配慮書」に対する意見書の提出

令和４年１１月 事業者から立地自治体および近傍自治会長へ事業検討経過の説明（次ページ④

参照）

令和５年　５月 住民団体から吉賀町へ要望書及び署名の提出（次ページ⑤参照）

概要図

事業実施想定区域図

風力発電機設置想定範囲

事業実施想定区域

・

・

→
→ しゃくなげの里

 右ヶ谷キャンプ場
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③環境アセスメント制度について

　環境アセスメント（環境影響評価）とは、大規模な開発事

業などを実施する際に、事業者が、あらかじめその事業が環

境（騒音・低周波音、動植物・生態系、景観など）に与える

影響を調査・予測・評価し、その内容について公表し、住民

や関係自治体などの意見を聴くとともに専門的立場からその

内容を審査することにより、事業の実施において適正な環境

配慮がなされるようにするための一連の手続きをいいます。

　本風力発電事業については、環境アセスメント制度におけ

る４段階ある手続きの内の最初の手続きである「配慮書手続

き」が、事業者により令和３年１１月から令和４年２月にか

けて実施されました。なお、配慮書に対する町意見書などは吉賀町ホームページに掲載していま

す。

　現時点では、事業化の可能性が検討されている最中であり（下記④参照）、環境アセスメント

における次の手続きである「方法書手続き」の実施時期は未定です。方法書を実施する場合、実

施時期等について広報誌などにより広く周知します。

④事業者からの事業検討経過の説明について

　令和４年１１月に事業者から吉賀町（立地自治体）へ次のとおり説明がありました。

　〇　測量や概略設計等の諸調査により、当初想定以上の工事量が試算されたこと。

　〇　このため、アクセス道路の線形、風車配置、事業規模等の見直しを検討しているが、

　　　抜本的な改善結果が得られるに至っていないこと。

　〇　さらに、コロナ禍やウクライナ侵攻に伴う経済事情の悪化による資機材高騰も加わり、

　　　事業環境が厳しく改善が見通せないこと。

　令和５年６月時点においても、事業化に向けた抜本的な改善には至っておらず、基礎調査を継

続しながら、事業について検討されている状況です。

⑤住民団体からの要望書及び署名の提出について

　令和５年５月１２日 ( 金 ) に「吉賀の環境と子どもたちの未来を考える会（代表：宗内正照）」

が来庁され、風力発電事業計画の撤回を求める署名（1,804 人分）とともに、事業撤回に向け事

業者へ働きかけを求める要望書が提出されました。

　本町としては、事業者に対して、地域住民説明会を

開催するなど積極的に情報を公開するよう求めるととも

に、今後行われる「方法書手続き」において、その内容

を十分に精査した上で、環境保全の見地から町の意見を

述べたいと考えています。また、今後の事業に関する経

過について、広報誌等を通じて町民の皆様へ周知します。 要望書提出時の様子
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後期高齢者医療制度について

被保険者証の年次更新 【後期高齢者医療の保険証を更新します】

●７５歳以上の人（または６５歳以上７５歳未満で一定の障がいがあ

り、申請により広域連合が障がい認定した人）の現在お使いの保険証

（薄緑色）は、令和５年７月３１日までお使いになれます。

●令和５年８月１日からお使いいただく保険証はオレンジ色で、令和

６年７月３１日までお使いになれます。７月中に郵便でお届けします

（保険料の未納がある方は市町村役場でお渡しします）。

●令和４年中の所得等の状況により、医療機関等での窓口負担割合が

変わることがあります（「１割」「２割」「３割」のいずれか）。お医者

さんにかかるときは、保険証に書いてある住所やお名前等のほか、「一

部負担金の割合」もお確かめください。

限度額証等の年次更新 【標準負担額減額認定証・限度額適用認定証を更新します】

●限度額適用・標準負担額減額認定証、限度額適用認定証（白色）の

有効期限は７月３１日までです。新しい認定証は、７月中に郵便でお

届けします。

●入院等のため必要になったときは、市町村役場で申請してください。

保険料決定通知書の送付【令和５年度分の保険料をお知らせします】

●令和５年度分の保険料額は令和４年中の所得等の状況により計算

し、７月中に郵便でお知らせします。

【保険料の納めかた】

●特別徴収（年金引去り）の人は、１０月以降も引き続き年金から引

去ります。口座振替の人は、引落しの前日までに残高をお確かめくだ

さい。納付書が届いた人は、納付期限までに金融機関等で納めてくだ

さい。

音声版しおり 【制度を音声でご案内するＣＤを配布しています】

●後期高齢者医療制度について、希望された人に音声版の「後期高齢

者医療制度のしおり」のＣＤをお配りしています。また、貸出しも行っ

ています。

●希望する人は、市町村役場か島根県後期高齢者医療広域連合

（☎０８５２-２０-７５２６）までお知らせください。
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　令和５年４月３０日よしか・夢・花マラソンが４年ぶりに開催されました。

　当日は絶好のマラソン日和となり町内外から約 1,000 名のランナーが参加しました。

　この他にも中高生を含むボランティアスタッフが約 350 名、テント村の出店が１４店とコロナ以

降最大のイベントとなりました。

　大会ゲストの吉賀町ふるさと応援大使の朝原宣治さんとごんごんじいが記念撮影に応じ、岩本町

長が２キロの部に参加する等大いに盛り上がりました。多くの方のご協力により無事大会を開催す

ることができました事をこの場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。

◇棚田オーナー春まつり◇

　５月２１日（日）大井谷の棚田において棚田オーナー春まつり（田植え）が開催されました。

この日は晴天に恵まれ絶好の田植え日和となりました。オーナーは島根県内をはじめ広島や京都等、また、

吉賀高校の地域クラブも参加されました。暑い中の田植えは大変でしたが、心地よい疲労と達成感を得ら

れたことと思います。

　また、２５日（木）には柿木小学校の５、６年生も田植えをおこないました。

　今年度は９組のオーナーが登録しており、今後は夏に草取り・交流会、秋には収穫祭をおこなう予定で

す。美味しい棚田米になるよう願っています。

◇第１８回よしか・夢・花マラソン開催◇
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◇男女国際テニス大会スムリクバボウル２０２３へ出場◇

　六日市小学校４年の河口依鈴 (かわぐちいすず )さんが、男女国際

テニス大会スムリクバボウル２０２３に出場されます。５月２６日に

河口依鈴さんが表敬訪問されました。

　依鈴さんは、ボニートテニスクラブに所属され、５歳からテニスを

始められ、「初めての国際大会で緊張しているけど、楽しんで、勝ち

抜いて、優勝したいです。」と話されました。

　男女国際テニス大会スムリクバボウル２０２３は、クロアチアで

６月１７日から６月２４日まで開催されます。この大会は、１０歳

以下の大会で、依鈴さんは国内予選を勝ち抜き、アジア地区代表と

して選出されました。

　岩本町長からは、大会に向けての激励の言葉が送られました。

　依鈴さんのご健闘をお祈りします。

◇八久呂鹿伝説の本の寄贈について◇

　５月２６日、鹿伝説から吉賀を知る会の会長の三浦ちづるさん、赤松正さんが訪問され、岩本

町長へ「よしかのばばのやくろ鹿伝説」の本が寄贈されました。島根県吉賀町の町名の由来にも

なった、八つの足と八股の角を持つ大鹿「八久呂鹿伝説」を通じて、町の成り立ちを知ってもら

おうと、地元有志で会を立ち上げました。長年調べた古老からの口伝や資料を基に書き下ろし、

完成した本に込めた想いや制作にかかった出来事などを話していただきました。
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◇上田監査委員に表彰状◇

　吉賀町の代表監査委員を務める上田重夫さんが、４月２５日島根県町村監査委員協議会の定例総

会で特別表彰を受けられました。

　地方自治体の監査委員とは、地方自治法に基づき自治体の主として財務に関する事務について、

法令に違反していないか、効率的に行われているか、などをチェックする地道な作業ですが大変重

要な仕事です。

　上田さんは、平成２６年７月から約９年間、

町の監査委員を担われ、ほぼ同じ期間、県協

議会の役員を務めたことが評価され、今回の

受章となりました。

　また、上田さんは向こう２年間、県協議会

の会長に選任されました。今後ますます、地

方自治の御意見番としてご活躍されますよう

期待します。

社会を明るくする運動の一環として
“愛の図書”寄贈運動趣意書

更生保護
だより

　私たち島根県更生保護女性連盟は、女性の立場から関係機関と提携して更生保護事業を推進する

と共に、各地区の更生保護女性会が相互に連絡を図り、犯罪のない明るい社会の実現を願う団体で

す。

　７月は、「社会を明るくする運動」 強調月間 ・ 再発防止啓発月間として、島根県はもとより全国

的に様々なイベントや広報活動、シンポジウム等が行われます。

　本連盟はこの運動の一環として、県民の皆様より愛情のこもったお気持ちを受け、これを図書の

購入費として社会復帰施設、児童相談所、更生保護施設等々に贈る “愛の図書” 寄贈運動を長年に

わたり行っています。

　皆様の温かい愛の心を、“愛の図書”に託して届けていただけますならば、寄贈施設の方々は、

皆様の温情を感じ、“愛の図書”を ‘心の灯火　story give your hope’ として、希望に輝く明

日を迎えることができるでしょう。

　どうぞ、この趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申しあげます。

島根県更生保護女性連盟

＊一部をこの趣旨に添った「更生保護事業」のために利用させていただくこともありますので、ご

了承くださいますようお願いいたします。

＊各地区の取りまとめは、地区更生保護女性会が行っております。

　「愛の図書」贈呈

島根県立わかたけ学園　様 島根あさひ社会復帰促進

　　　　　　　センター　様

松江刑務所　様 松江少年鑑別所　様

中央児童相談所　様 出雲児童相談所　様 浜田児童相談所　様 益田児童相談所　様

更生保護法人しらふじ　様 島根県女性相談センター　様 吉賀町小学校・中学校　様 吉賀町保育所　様
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◇森師研修員　町有林にて実践研修◇

　町内の豊かな森林資源を守り活用する匠集団「森師研修員」の活動報告です。

　５月２２日～２５日、町内にある町有林にて壊れない作業道づくりの研修を行いました。ポロ・

ビーシーエス㈱森林部から講師を招き、実地研修を行い、技術習得のご指導をいただきました。

　今回の研修内容は、谷をまたぐ作業道を施工する際に重要な水の処理、ふとんかごを用いた

路盤施工の技術を学びました。作業道と水道（みずみち）は切っても切れない関係です。排水

処理を山や谷、勾配に合わせて施工しなければ、

洗堀や崩壊を招きかねないため、非常に重要な部

分でもあります。

　実践的な研修内容を通じて、今後自伐型林業体

として独立した際に重要な技術習得を行いました。

◇食品衛生研修会を開催しました◇

　食品衛生研修会を４月２１日（金）、５月２４日（水）の２回にわたり六日市基幹集落センター

にて開催し、合わせて４３名の方が参加しました。

　この研修会は、手洗い等の衛生に関することはもちろん、食品衛生法の改正に伴い漬物製造

業が許可制に変わることへの知識を深めることを目的に開催しました。講義では、実験や演習

を交えながら手洗いなどの基礎的な内容や厨房設備に関する実践的な内容を学びました。

　研修会に参加した方々からは、「消毒液の使い方について実験を通して楽しく学ぶことができ

た。」「いつもとは違った衛生研修会でとても面白く理解できた。」等の声が聞かれました。

　加工施設や厨房施設等の改修に関することや食品衛生法に関すること等わからないことがあ

れば役場産業課までお問い合わせください。
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◇吉賀町水道コラム◇

《給水装置とは》

　道路などに埋め込まれた配水管から分岐して各家庭まで引き込まれた給水管、止水栓、水道メーターや

蛇口などの器具を総称して「給水装置」といいます。

《給水装置は誰のものなのか》
　給水装置は所有者の負担で設置していただきますので、所有者の所有物となります。ただし、水道メー

ターは吉賀町の財産ですので、所有者が水道の使用を開始される際に貸与します。

《給水装置の管理について》
　給水装置は所有者の財産（水道メーターの

み吉賀町の財産）ですので、所有者に管理し

ていただきます。しかし、漏水かなと思った

り、気になることがある場合は吉賀町役場建

設水道課☎ 0856-79-2212 までご連絡下さい。

　なお、給水装置の新設・改造・修繕を行う

ことができるのは、吉賀町から指定を受けた

指定給水装置工事事業者のみです。破損など

を見つけた場合は、ご自身で直そうとせず、

指定工事店へご相談ください。

◇まめネットについて◇

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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 マリンレジャーを安全に楽しむために、海上保安庁では次の事項を呼び掛けています。

【遊泳】

・小さい子供から絶対に目を離さない

・立ち入り禁止区域や、離岸流の流れがある場所では絶対に泳がない

・飲酒したら絶対に泳がない

【釣り】

・あらかじめ、家族や友人に行先と帰宅時間を伝えておく

・ライフジャケットを必ず着用する

・防水パック入りの携帯電話・スマートフォンを持って行き、連絡手段を常に確保する

・立入禁止区域では釣りを絶対にしない

【小型船舶】

・出航前に『機関の点検』『残燃料の確認』『船体の確認』を行う

・常時適切な見張りを行い、ライフジャケットを必ず着用する

・防水パック入りの携帯電話・スマートフォンを持って行き、連絡手段を常に確保する

　

　天候や海が少しでも荒れていたら、無理をせずに取りやめる。

※注意事項の詳細は、ウォーターセーフティーガイドをご覧ください。

【お問合せ先】浜田海上保安部 交通課　電話：０８５５-２７-０７７２
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月 火 水 木 金 土・日
３１ 体操の時間 受付時間 議会中継（１１２CH） １・２

９：00
◎仁多乃炎太鼓誕生
　三十年祭

月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

津和野町議会
（再放送）

６月定例会一般質問
７月３日～５日
吉賀町議会
（再放送）

６月定例会一般質問
７月１０日～１２日

島根県議会
６月定例会本会議
７月６日（木）
１０：００～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

３ ４ ５ ６ ７ ８・９
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【６月放送分】

9：00
●柿本人麿没後1300年
！
　ひとなぞクイズ

9：30
●山のぼり気分

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
９：45
●とんと昔があったげな

９：00
◎着物暮らしのすすめ
　～夏を楽しむ浴衣～

初心者でも簡単に、着崩れ
せず美しく見せることがで
きる着方のコツを、著名人
のスタイリングや着付けを
数多く手掛ける講師に学び
ます

6：00
●ニュース
　サンネット

津和野町議会６月定例会一般質問再放送（１１２CH ） 島根県議会本会議（１１２CH ）

１０ １１ １２ １３ １４ １５・１６
9：00
★島根県中学校
     益田ブロック
     バレーボール大会

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●サンイン４rin
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
９：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●県立中央病院えにし
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット
ニュース終了後
●よしかの里の昔話
15日（土）20：00～
開局20周年企画
津和野夜神楽公演
【太皷谷稲成から生中継】吉賀町議会６月定例会一般質問再放送（１１２CH ）

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２・２３
9：00
◎森茉莉生誕
　１２０周年記念講演会

9：00
●柿本人麿没後1300年
！
　ひとなぞクイズ

9：30
●山のぼり気分

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
９：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎心に響く書
　あなたの気持ちを届ける
NHK大河ドラマや連続テレ
ビ小説の書道指導を担当し
日本を代表する若手書家が
語る、想像をはるかに超えた
「書」の魅力と楽しみ方

6：00
●ニュース
　サンネット

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９・３０
9：00
◎津和野高校
     文化部合同公演
     JAM20th

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●サンイン４rin
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
９：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●県立中央病院えにし
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

【７月１０日放送】
６月８日（木）に行われた
島根県中学校益田ブロック
 バレーボール大会

準決勝・三位決定戦・決勝の
試合を放送

ひとまろビジョン・サンネットにちはら
共同制作

【７月１７日放送】
６月１１日（日）に行われた
森茉莉生誕１２０周年記念講演会
「心の棲み家の創り方

－森茉莉の随筆を読む－」を放送
茉莉の随筆をテーマとする記念講演会

【７月２４日放送】
６月１７日（土）に行われた

津和野高校合唱部・吹奏楽部・
美術部合同公演

     JAM the 20thをお届け

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

字

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特7 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３
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特定健診・がん検診のお知らせ

　吉賀町では、毎年６月末から冬季にかけて、特定健診やがん検診を行っています。

　健康づくりに欠かせない習慣として年に一度は健康診断を必ず受けましょう！

　健康診断の詳細につきましては、保健福祉課へお問い合わせください。

１．実施期間：　令和５年７月１日（土）～９月３０日（土）

２．実施医療機関：

３．対象者：

　①４０～７４歳の国民健康保険加入者

　②７５歳以上の方で、生活習慣病の治療の一環で、病院又は診療所において、健診の検査項目と　　　

　　同様の検査を定期的に受けていない人　（詳しくは保健福祉課へお問い合わせください）

　③４０歳未満の方

４．受診方法：

　・医療機関に、必ず事前予約をしてください。

　・特定健診と合わせて、胸部レントゲン、前立腺がん検査、大腸がん検診の受診を希望される

　　場合は、予約の際に医療機関にお伝えください。

５．受診の際に持参するもの：

勤務先で健診受診を予定されている“国民健康保険加入者の方”へ

職場の健診を受診されるため、町の特定健診は受けないという方は、その旨を役場保健福祉課ま

でお知らせいただけると大変喜びます。また、受診された健診の結果表のコピーを役場保健福祉

課へご提供いただくと、国保の特定健診を受診された扱いとなり、町が実施している保健指導や

栄養相談などを無料でご利用いただくことができます。そして、間接的ではありますが、皆様の

国保保険料の増加抑制にもつながります。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

健診に関するお問い合わせ先

保健福祉課（☎７７-１１６５）

保健だより
健康・食育・予防

医療機関名 電話

松浦内科胃腸科 77-0111

小笠原医院 79-2012

栗栖医院 79-2006

４０歳未満の方 保険証、質問票（記入して持参）、自己負担金

４０～７４歳の方 保険証、特定健康診査受診券、質問票（記入して持参）、自己負担金

７５歳以上の方 後期高齢者医療被保険者証、質問票（記入して持参）自己負担金

生活保護受給者 質問票（記入して持参）
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育

朝ごはん、食べていますか？
　朝、時間がないからと朝食を抜いて家を出ていませんか？朝食を食べないと、午前中、か

らだは動いても頭はボンヤリ、ということになりがちです。朝食を食べて、脳とからだをしっ

かり目覚めさせ、元気に一日をスタートさせましょう。

【吉賀町内の朝食摂取率をみてみましょう】

「私たちの健康は私たちの手で」

【いきいき２１吉賀町健康づくりアンケートより】

　

小学生の朝食の摂取率が下

がっています。保育所、中

学生も目標の 100％には届

いていません。

　

Ｈ２９年の調査の時より

も、Ｒ４は、摂取率が男女

ともに下がっています。

年代別でみると、２０代の

摂取率が低く、また４０代、

５０代の男性の摂取率が低

いです。
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保健だより
健康・食育・予防

【まずは、簡単なものから朝食作りに挑戦してみましょう】

　朝日を浴び、朝食をとると、体内時計がリセットされ、一日の生活リズムが整います。前日の

夕食が遅かったり夜食を食べ過ぎると食欲がわきません。また、夜型の生活で朝早く起きること

ができないと朝食をとる時間がとれません。まずは生活時間を見直すことから始めましょう。

－簡単なものから朝食作りに挑戦してみましょう－

≪食中毒を予防しよう！≫

　食中毒を起こす細菌やウイルスには多くの種類があり 1 年を通して起こりますが、特に高温多

湿の環境である夏季に多く起こりやすく注意が必要です。『食中毒予防のための３原則』を守り、

食中毒を予防しましょう。

食中毒予防のための 3 原則

①つけない！～調理者・器具は清潔に～

・調理前、食事前、トイレの後は必ず流水で手を洗う

・調理器具も十分洗浄する

・野菜等を生で食べるときにはよく洗う

・肉や魚の汁が、野菜など生で食べるものに付かないようにする

・箸の使い分けをする

・肉と野菜を扱う箸を分ける

・焼肉をする際の生肉に触れる箸と食べる箸を分ける　など

②増やさない！～時間と温度の管理が重要～

・食品冷蔵庫で低温保管し、早めに調理する

　（冷凍・冷蔵しても菌は死滅しませんが、増殖を抑えることができます）

③やっつける！～加熱と消毒～

・ほとんどの菌は熱に弱いため、中心部までしっかり加熱（７５℃以上・１分以上）する

・調理器具は洗剤でよく洗い、熱湯をかけて消毒する

＊腹痛や下痢・血便等の症状がある場合は、早めに医療機関を受診してください。また、調理す

ることは控えるようにしましょう。

〈参考：農林水産省　第４次食育推進基本計画啓発リーフレット〉
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皆
さ
ん
が
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月

に
か
け
て
田
植
え
を
さ
れ
た
圃
場
で

は
、
す
く
す
く
と
元
気
良
く
苗
が
育
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
水
稲
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
分
野
で
も
担
い

手
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
課
題
の
解
決
策
の
一
つ

と
し
て
、
真
田
地
区
で
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

真
田
地
区
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
基
盤
整
備
事
業
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
で
の
事
業
で
は
、
国

費
を
投
じ
て
標
準
区
画
1
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
大
区
画
圃
場
に
併
せ
、
圃
場
内

耕
作
道
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
特

徴
的
な
こ
と
は
、
国
に
よ
る
農
業
耕
作
条

件
改
善
事
業
を
活
用
し
て
、
基
盤
整
備
事

業
と
一
体
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
資
す
る

先
進
的
省
力
化
の
実
装
推
進
を
図
っ
た
こ

と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
や
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
等

の
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
農
業

の
こ
と
で
す
。
こ
の
推
進
に
よ
っ
て
、
作

業
時
間
短
縮
に
よ
り
農
作
業
が
省
力
化
す

る
と
と
も
に
、
未
熟
練
者
で
も
正
確
な
作

業
が
可
能
と
な
り
、
担
い
手
と
な
る
営
農

者
確
保
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
農
業
の
展

開
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
農
地
を
守
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
当
地
区
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト

農
業
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
等
の
自
動
操
舵

シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ス
テ

ム
内
容
を
ご
く
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
地

球
上
の
現
在
位
置
を
測
定
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
G
P
S
（
衛
星
測
位
シ
ス

テ
ム
）
を
活
用
し
た
基
地
局
を
地
区
内
に

設
置
し
、
そ
こ
か
ら
の
補
正
信
号
を
送
受

信
す
る
た
め
の
移
動
局
を
ト
ラ
ク
タ
等
に

設
け
、
自
動
操
舵
を
行
う
も
の
で
す
。

　

私
は
、
去
る
５
月
３
日
（
水
）
午
後
、

地
元
の
農
事
組
合
法
人
ご
ん
ご
ん
じ
い
の

郷
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
行
う

田
植
え
作
業
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
当
日
、
作
業
に
あ
た
る
８
条
植
え
田

植
え
機
に
は
、
G
P
S
に
よ
る
送
受
信
可

能
な
設
備
が
搭
載
さ
れ
、
移
動
局
の
役
割

を
担
い
、
無
人
で
植
え
付
け
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き

す
る
と
、
植
え
付
け
の
誤
差
は
殆
ど

無
く
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場
の
田

植
え
を
約
２
時
間
で
行
う
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
水
稲
農
家
で
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
時
間
の
空
い
た
時
に
手
伝

い
を
す
る
程
度
に
な
り
ま
し
た
。
真

田
地
区
で
展
開
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
農

業
を
見
学
し
て
、
効
率
性
の
良
さ
に

改
め
て
驚
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
「
時
代

は
変
わ
っ
た
」
こ
れ
が
率
直
な
感
想

で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
契

機
と
な
っ
て
、
町
内
で
担
い
手
が
増

え
、
耕
作
放
棄
地
が
少
し
で
も
減
少

す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.64

岩本一巳

時
代
は
変
わ
っ
た

町長コラム

【無人で植えています！】

【「農事組合法人ごんごんじいの郷」頑張っています！】

【自動操舵システムのイメージ】
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

い
よ
い
よ
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
本
番
。
山
や
川
、

海
と
自
然
と
仲
良
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
。
夏

を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
幅
広
い
世
代
に
、
人
気
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
。
山
は
、
天
候
が
急
変
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

天
気
予
報
を
チ
エ
ッ
ク
し
て
む
り
の
無
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
危
険
な
植
物
も
あ
り
ま
す
。
山
歩
き
は
な

る
べ
く
肌
を
露
出
し
な
い
服
装
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
に

も
気
を
付
け
て
、
山
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

手
づ
く
り
ジ
ュ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　

川
野
妙
子

き
ほ
ん
の
お
弁
当　
　
　
　
　
　
　
　

牛
尾
理
恵

燕
は
戻
っ
て
こ
な
い　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生

う
け
い
れ
る
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ラ
・
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
ノ

逃
亡
の
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
仁
之

朝
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

幸
せ
の
記
憶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ニ
エ
ル
・
ス
テ
ィ
－
ル

悲
嘆
の
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

仮
想
儀
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田
節
子

や
ぶ
へ
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
在
昌

１
Q
8
4　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹

奉
還
町
ラ
プ
ソ
デ
ィ　
　
　
　
　
　
　

村
中
李
衣

お
に
ぎ
り
さ
ん
き
ょ
う
だ
い　
　
　
　

つ
ぼ
い
じ
ゅ
り

テ
ィ
モ
シ
ー
と
サ
ラ
と
き
の
お
う
ち　

芭
蕉
み
ど
り

【
図
書
館
の
ご
紹
介
】

　

図
書
館
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
館
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
季
節
の
飾
り
や
テ
ー
マ
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
７
月
は
絵

本
コ
ー
ナ
ー
の
窓
に
ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
作
り
夏
の
装
い
に
な
り
ま

す
。
他
に
も
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
快
適
な
場
所
で
読
書
な
ど
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

【
夏
の
読
書
感
想
文
課
題
図
書
】

　

今
年
も
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
館
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
並
べ
ま
し

た
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
小
学
校
低
学
年
の
部

『
そ
れ
で
、
い
い
！
』

　

頑
張
っ
て
い
い
絵
を
描
こ
う
と
す
る
き
つ
ね
さ
ん
。
で
も
う

　

ま
く
描
け
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い
い
よ
と
い
う

　

気
持
ち
を
伝
え
る
物
語
で
す
。

〇
小
学
校
中
学
年
の
部

『
化
石
の
よ
ぶ
声
が
き
こ
え
る
』

　

恐
竜
「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ケ
ラ
ト
プ
ス
」
に
名
前
を
残
し
た
女
性

　

恐
竜
ハ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ス
ロ
ボ
ー
ダ
の
伝
記
絵
本

　

で
す
。

『
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ど
ろ
ぼ
う
を
つ
か
ま
え
ろ
！
』

　

大
切
な
人
々
を
救
っ
て
き
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
悪
い
や
つ
ら

　

か
ら
守
る
子
ど
も
た
ち
の
物
語
で
す
。

〇
小
学
校
高
学
年
の
部

『
中
村
哲
物
語
』

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
医
師
の
白
衣
を
脱
ぎ
、
人
々
の
た
め

　

に
井
戸
を
掘
り
用
水
路
を
作
り
ま
し
た
。
多
く
の
命
を
救
っ

　

た
人
、
中
村
哲
さ
ん
の
物
語
で
す
。

 ≪ベスト・リーダー！５月≫

　　書　　　名　　　　　　　著　　者

「夜空に浮かぶ欠けた月たち」　窪　　美澄　著

「忍びの副業　上・下」　　　　畠中　恵　　著

「つぎはぐ、さんかく」　　　　菰野　江名　著

「６０代、かろやかに暮らす」　岸本　葉子　著

「花だいこん」　　　　　　　　山本　一力　著

≪図書館利用状況５月≫

●貸出総数　３０１９冊

●貸出人数　　３７６人

●来館者数　　４７４人

 [ 図書館の休館日と返却ポスト ]

・７月２６日（水）図書整理ため

・毎月曜日と祝日。

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79
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トピックス
話題・できごと

　河口依鈴さん（六日市小４）は、６月上旬から１か月半のクロアチア遠征に出ています。

１０歳以下の世界大会（スムリクバボウル）に出場します。

　千葉県白子で開催された日本予選大会で３位になり出場権利を獲得しました。

　羽田からトルコのイスタンブール空港を経由し、クロアチアのザグレブ空港に着き、そこ

からザダルという都市に移動し滞在しています。そしてプーラという町のスムリクバカント

リークラブで開催されるスムリクバボウルに出場します。この大会は現在の世界のトッププ

ロの多くが１０歳当時出場しており、歴史と伝統があり、世界レベルの経験が低年齢のうち

に積めることができる素晴らしい大会です。

　そしてこの大会以外にも近隣都市で開催される３大会に出た

り、時間があれば観光をしたりと、１０歳にはかなり刺激的な

遠征となっています。

　結果にこだわらず経験と思い出をつくって帰国してほしいと

思います。

◇ 10 歳以下の世界大会へ◇

　５月１２日〜１４日、第７５回中国高等学校バレーボール選手権大会が鳥取市で開催され、吉賀町出

身の海津碧さん（高川学園高等学校３年）が山口県の一位として出場してきました。４月に新入生が入

部して、総勢３８名の部員の中で、レギュラーをキープし続けるのは、怪我との戦いでもあり、自分自

身との戦いでもあり、日々の努力と根気のいる事です。

「いくつもの壁が次から次へと自分の前に立ちはだかりますが、それを乗り越え最後の最後まで（春高

バレー）突っ走り続ける覚悟です。今大会、他校もレベルアップしている中、中国新人大会に続き、一

位を死守出来た事は何より嬉しかったです。次はインターハイに向けて休む間もなく始動しています。

蔵木 JVC（現、吉賀 JVC）で学んだ初心を忘れずに最後まで頑張り

ますので、みなさん応援よろしくお願いいたします。」

◇第７５回中国高等学校バレーボール選手権大会優勝◇
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５
月
３
～
５
日
、
山
口
県
ジ
ュ
ニ
ア

大
会
が
山
口
市
維
新
公
園
で
開
催
さ
れ
、

U
14
男
子
で
は
第
１
シ
ー
ド
の
橋
本
詠
哉

さ
ん
（
下
松
中
２
年
・
吉
賀
町
ま
で
練
習

に
来
て
い
ま
す
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

U
12
女
子
で
は
、
河
口
依
鈴
さ
ん
（
六

日
市
小
4
）
が
準
決
勝
で
第
１
シ
ー
ド
の

６
年
生
（
全
小
山
口
県
優
勝
者
）
に
勝
ち
、

決
勝
戦
で
は
、
同
士
の
久
佐
美
月
姫
さ
ん

（
国
府
小
６
・
浜
田
か
ら
吉
賀
町
に
練
習

に
来
て
い
ま
す
）
と
戦
い
、
接
戦
を
制
し

優
勝
し
ま
し
た
。
３
人
と
中
国
大
会
ス
ト

レ
ー
ト
イ
ン
の
河
口
菜
々
美
さ
ん
（
六
日

市
小
６
）
は
、
７
月
18
日
か
ら
広
島
広
域

公
園
で
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
に
の
ぞ
み

ま
す
。

【
県
大
会
優
勝
し
中
国
大
会
へ
】

　

浜
田
市
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
が
５
月
14
日
に
石
見
海
浜
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
大
会
で
、
大
人
や

高
校
生
に
混
じ
り
、
六
日
市
中
学
２
年
の

吉
田
涼
さ
ん
も
出
場
し
ま
し
た
。
吉
田
さ

ん
は
浜
田
市
か
ら
六
日
市
中
学
校
に
来
て

い
る
生
徒
で
す
。
予
選
リ
ー
グ
を
１
位
で

通
過
し
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
上
が
り
、

準
決
勝
、
決
勝
と
大
人
相
手
に
接
戦
を
も

の
に
し
、
中
学
生
な
が
ら
優
勝
を
し
ま
し

た
。
身
体
も
大
き
く
な
り
、
サ
ー
ブ
や
ス

ト
ロ
ー
ク
の
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
成
長

中
で
す
。
全
中
の
島
根
県
大
会
も
上
位
に

入
り
、
７
月
16
日
か
ら
尾
道
市
で
開
催
さ

れ
る
全
中
中
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。　
　
　

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
中
学
生
が
優
勝
（
テ
ニ
ス
）】

トピックス
話題・できごと

　

５
月
18
日
か
ら
千
葉
県
柏
市
に
あ
る
吉

田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー（
T
T
C
）

に
お
い
て
、
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
U
12

女
子
で
中
国
大
会
を
優
勝
し
た
河
口
菜
々

美
さ
ん
（
六
日
市
小
６
）
が
出
場
し
ま
し

た
。
開
会
式
の
時
に
は
、
新
潟
県
か
ら
立

河
内
出
身
の
尾
崎
様
も
会
場
ま
で
激
励
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
全
国
初
戦
の
１
回
戦
は
緊
張
の
中
で

も
6-1
.
7-5
で
勝
利
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は

第
2
シ
ー
ド
選
手
相
手
に
健
闘
お
よ
ば
ず

3-6
.
1-6
で
敗
れ
ま
し
た
。
河
口
さ
ん
は
昨

年
の
全
小
と
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
に
続
き
３

回
目
の
全
国
大
会
出
場
で
経
験
値
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ミ
ス
の
少
な
さ
が
相
手
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い
結
果
（
ベ
ス

ト
16
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
吉
賀
町
で

練
習
を
重
ね
て

全
国
優
勝
を
目

指
し
て
次
の
大

会
に
望
み
ま
す
。

　

５
月
20
～
21
日
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
テ
ニ
ス
選
手
権
島
根
県
予
選
大
会

（
U
18
.
U
16
）
が
浜
山
公
園
（
出
雲
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
U
18
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
は
、
第
１
シ
ー
ド
の
加
藤
那
菜
さ

ん
（
吉
賀
高
２
）
が
貫
禄
の
優
勝
。
第
２

シ
ー
ド
の
岩
本
理
沙
さ
ん
（
吉
賀
高
２
）

が
３
位
に
な
り
ま
し
た
。
U
16
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
、
第
１
シ
ー
ド
の
田
口
桜
さ

ん
（
吉
賀
高
1
）
が
東
部
の
選
手
を
寄
せ

付
け
ず
優
勝
し
ま
し
た
。
３
名
は
、
7
月

18
日
か
ら
広
島
広
域
公
園
で
開
催
さ
れ
る

中
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
の

全
国
大
会
は
今
年
か
ら
東
京
有
明
に
な
り

ま
す
。
全
国
目
指
し
て
今
後
も
頑
張
り
ま

す
。

【
全
国
大
会
報
告
（
テ
ニ
ス
）】

【
県
大
会

　
優
勝
（
テ
ニ
ス
）】　

橋本詠哉さん
右：河口依鈴さん

左：久佐美月姫さん

田口桜さん
右：岩本理沙さん

左：加藤那菜さん
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《
寄
稿
》

さ
さ
え
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

山
も
青
々
と
し
て
来
た
。
荒
れ
て
行
く
山
、

田
さ
み
し
く
感
じ
て
い
る
の
だ
が
。

　

今
、
田
植
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
植
え
ら

れ
た
早
苗
も
日
に
日
に
青
さ
を
増
し
て
来
て

い
る
。
わ
が
家
で
も
田
植
を
し
て
い
た
。
昭

和
の
田
植
は
皆
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
組
の

田
を
手
伝
っ
て
い
た
。
当
家
の
人
が
休
み
時

間
に
な
る
と
、
む
す
び
、
漬
物
、
茶
菓
子
な

ど
出
し
て
い
た
。
田
植
の
腰
の
痛
か
っ
た
ジ

ン
ジ
ン
し
な
が
ら
私
も
田
を
植
え
て
い
た
。

毎
日
の
様
に
田
畑
へ
と
忙
し
か
っ
た
事
、
で

も
収
穫
に
な
る
と
ご
は
ん
に
な
り
、
お
か
ず

と
な
っ
て
、
食
卓
に
上
が
る
と
喜
び
が
あ
っ

た
。　

　

喜
び
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
頑
張
る
事
が
出

来
た
。
「
来
年
も
ガ
ン
バ
ル
ぞ
」
と
思
い
な

が
ら
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

今
は
田
を
や
め
畑
の
方
を
や
っ
て
い
る
の

だ
が
、
一
年
一
年
が
苦
痛
に
な
っ
て
来
た
。

ま
だ
二
人
で
支
え
合
い
な
が
ら
野
菜
を
作
っ

て
い
る
の
だ
が
、
い
つ
ま
で
や
れ
る
の
だ

ろ
う
か
と
不
安
を
思
い
な
が
ら
暮
ら
す
の
だ

が
・
・
・
。

　
《寄
稿
》

友
の
声
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

五
月
入
っ
て
間
も
な
く
、
一
週
間
の
内
に

同
級
生
が
二
人
、
急
逝
致
し
ま
し
た
。
悲
し

み
と
、
悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て
、
私
も
仕
事

が
手
に
付
き
ま
せ
ん
。

　

一
人
は
、
頭
脳
明
晰
で
地
域
の
発
展
に
も

う
少
し
力
を
貸
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う

し
、
も
う
一
人
は
明
朗
快
活
で
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
、
い
つ
で
も
笑
い
に
包
み
込
む
事

の
出
来
る
、「
竹
馬
の
友
」
で
し
た
。
二
人
共
、

い
い
奴
！
だ
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

古
稀
を
過
ぎ
て
、
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
、

い
つ
体
調
に
異
変
が
起
き
て
も
可
笑
し
く
な

い
年
令
、
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
一
寸
っ
と

頭
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
と
感
じ
る
時
・
・
・

も
し
や
悪
い
病
気
の
前
ぶ
れ
で
は
と
考
え
て

し
ま
う
。

　

二
人
が
残
し
て
く
れ
た
の
は
、
正
に
こ
の

事
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
の
異
変
も
放
っ
て

置
か
ず
、
早
期
診
断
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
務
め
る
こ
と
。

　

「
も
う
い
い
年
だ
ぞ
、
自
分
は
・
・
・
こ

れ
位
は
大
丈
夫
！
」
は
、
早
く
捨
て
ろ
、
と

い
う
声
！
私
達
に
決
意
と
覚
悟
を
最
後
に
残

し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

《寄
稿
》

郷
里
回
想
録
自
伝
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
頭
に
掛

け
て
良
く
芸
能
興
行
一
行
が
や
っ
て
来
た
。

戦
後
の
田
舎
の
一
村
は
差
し
て
其
の
娯
楽
に

乏
し
く
身
の
廻
り
に
は
、
放
送
受
信
せ
ぬ
雑

音
入
り
の
五
球
ス
ー
パ
ー
ラ
ジ
オ
が
あ
る
位

で
あ
っ
た
。
田
植
え
も
一
段
落
の
泥
落
と
し

時
期
や
秋
期
の
終
わ
り
頃
、
毎
年
来
演
し
た
。

其
の
中
で
「
金
川
格
」
と
云
ふ
一
座
は
相
当

の
役
者
揃
い
で
、
座
長
金
川
格
を
始
め
品
田

二
次
郎
、
梅
妻
小
夜
子
、
伴
田
半
助
、
こ
と

ゑ
ひ
な
菊
等
の
面
々
が
連
ね
て
い
た
。
時
代

劇
中
心
の
芝
居
が
売
り
物
で
外
題
は
「
此
の

度
は
何
か
」
又
、
「
金
歯
は
い
る
か
」
等
事

前
よ
り
皆
々
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
其
の
中

で
良
く
演
じ
ら
れ
た
の
が
忠
臣
蔵
物
で
あ
っ

た
。

　

赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
を
始
め
、
天
野
屋

利
兵
衛
、
南
部
坂
雪
の
別
れ
と
続
き
刃
傷
松

の
廊
下
等
々
、
又
、
他
に
は
狐
と
葛
の
葉
、

月
形
半
平
太
、
苅
萱
道
心
と
石
童
丸
、
安
珍

清
姫
、
国
定
忠
次
、
湯
島
の
白
梅
等
で
あ
っ

た
。
字
幕
は
三
部
構
成
で
第
一
部
は「
前
き
ょ

う
言
」
と
云
っ
て
役
者
が
入
れ
代
わ
り
立
ち

替
わ
り
一
座
の
顔
見
せ
を
兼
ね
笑
い
を
誘
ふ

物
で
あ
っ
た
。

　

二
幕
は
「
中
き
ょ
う
言
」
と
言
ふ
少
し
限

定
役
者
に
子
役
を
交
え
る
演
技
で
、
お
花
、

お
ひ
ね
り
も
出
た
。
此
の
幕
終
了
で
一
時
休

憩
と
成
る
。
観
衆
客
は
持
参
の
む
す
び
、
重

箱
物
、
飲
み
物
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
嗜
む
。

此
の
時
ア
ン
パ
ン
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
や

ラ
ム
ネ
売
り
も
傍
ら
に
来
た
。
ラ
ム
ネ
は
一

本
十
円
で
コ
ル
ク
の
栓
抜
き
で
「
ポ
ン
」
と

開
け
た
。
「
ぷ
し
ゅ
っ
」
と
音
が
し
て
三
分

の
一
位
は
泡
と
な
っ
て
廃
り
、
流
れ
た
口
を

引
っ
付
け
飲
む
と
ゲ
ッ
プ
で
噎
せ
た
。
そ
し

て
幕
合
間
を
利
用
し
て
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
始

ま
る
。
古
い
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で「
ジ
ャ
ン
ジ
ャ

ラ
」
と
か
き
鳴
ら
し
変
わ
る
が
わ
る
唄
う
「
天

童
し
ぶ
き
笠
」
や
旅
笠
道
中
、
博
多
夜
舟
、

上
海
の
花
売
り
娘
、
大
利
根
月
夜
等
々
要
望

曲
も
唄
っ
た
。

　

そ
し
て
第
三
幕
は
別
名
「
切
り
興
言
」
と

云
っ
て
、「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
劇
で
一
番
面
白

く
人
気
が
あ
っ
た
。
悪
者
を
正
義
の
剣
士
が

や
っ
つ
け
る
も
の
で
、
ハ
ラ
ハ
ラ
と
し
て
見

て
い
た
が
、
こ
の
剣
士
は
強
か
っ
た
。
大
拍

手
の
内
に
本
日
は
お
開
き
の
伝
達
に
て
引
き

幕
と
な
っ
た
。
此
の
一
座
は
三
日
間
滞
在
し

た
。
好
き
者
は
連
日
足
を
運
び
、
鋭
気
を
養

い
、
又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
精
を
出
し
た
。

此
の
期
、
戦
後
の
世
相
と
相
俟
っ
て
風
物
詩

風
の
何
か
心
模
様
が
投
影
さ
れ
し
一
駒
と

な
っ
て
今
尚
昨
今
の
様
に
幼
心
が
懐
か
し
く

回
想
す
。
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サ
ー
キ
ッ
ト
の
如
き
爆
音
轟
か
せ

　
　
　

二
輪
車
峡
の
バ
イ
パ
ス
駆
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

堰
き
れ
ば
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
入
る
水
が

　
　
　

た
ち
ま
ち
広
が
り
新
緑
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

今
は
亡
き
母
の
笑
顔
が
そ
こ
に
あ
る

　
　
　

解
禁
の
日
の
鮎
の
塩
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

　《
俳
句
》

真
青
な
る
空
畦
塗
は
死
語
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

魚
釣
し
ば
し
目
を
お
く
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

ど
く
だ
み
は
初
夏
の
匂
ひ
と
思
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

待
合
室
に
五
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
裸
の
力
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

か
た
は
ら
に
母
の
寝
息
や
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

図
書
室
へ
走
り
来
る
子
ら
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

閉
店
の
知
ら
せ
は
手
書
き
昭
和
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

薔
薇
嗅
ぐ
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
持
つ
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

親
の
歳
過
ぎ
て
心
は
ま
だ
子
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

川
開
き
若
鮎
ね
ら
い
竿
並
ら
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

地
デ
ジ
化
に
番
組
の
数
増
し
た
れ
ど

　
　
　

リ
モ
コ
ン
操
作
老
は
戸
惑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
５
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～　
（
５
月
届
出
）

篠
部　

沙
羅
（
さ
ら
）
さ
ん

　
　

浄
慧
・
香
織
さ
ん
の
子　
　
　

蔵
木

K
C　

S
A
L
I
N
A

　

（
ケ
ー
シ
ー
・
サ
リ
ナ
）
さ
ん

　

デ
ィ
パ
ク
・
ヤ
ム
ナ
さ
ん
の
子　

沢
田

杉
山　

煌
來
（
こ
う
き
）
さ
ん

　
　

豊
・
麻
彩
子
さ
ん
の
子　
　

立
河
内

T
R
A
N　

C
H
A
N　

Q
U
A
N
G

　

（
チ
ャ
ン
・
チ
ァ
ン
・
ク
ァ
ン
）
さ
ん

　

ト
ウ
ッ
ク
・
ト
ウ
オ
ン
さ
ん
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
河
内

渡
邊　

鶴
雄　

さ
ん　

81
歳　

七
日
市

岩
本　

義
彦　

さ
ん　

76
歳　

樋
口

野
村　

豊
美　

さ
ん　

98
歳　

沢
田

岩
本　

君
子　

さ
ん　

99
歳　

朝
倉

永
見　

香
代
子
さ
ん　

87
歳　

抜
月

大
溝　

武
志　

さ
ん　

80
歳　

田
野
原

清
木　

昭
枝　

さ
ん　

93
歳　

注
連
川

南
波　

花
枝　

さ
ん　

91
歳　

樋
口

太
田　

幸
子　

さ
ん　

92
歳　

七
日
市

三
宅　

秀
美　

さ
ん　

73
歳　

抜
月

山
﨑　

満
徳　

さ
ん　

92
歳　

柿
木

　
《川
柳
》

思
い
出
す
母
ち
ゃ
ん
の
歌
愉
快
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

何
事
も
前
向
き
愉
快
に
白
寿
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

何
事
も
愉
快
に
笑
う
孫
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

地
図
の
旅
日
夜
の
楽
し
み
愉
快
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

曾
孫
来
る
愉
快
な
仕
草
ほ
ほ
笑
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

に
ら
め
っ
こ
愉
快
な
顔
で
吹
き
だ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

猫
二
匹
ゆ
か
い
な
仲
間
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

一
日
を
愉
快
に
す
ご
す
ふ
れ
あ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

愉
快
な
談
義
は
話
に
花
が
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

コ
ロ
ナ
明
け
皆
で
集
ま
り
愉
快
だ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

お
出
か
け
は
愉
快
だ
け
れ
ど
金
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

支
え
合
い
草
と
の
戦
い
野
菜
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
６
月
号
№
２
１
２
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
14
頁　

竹
中
和
博
さ
ん
の
寄
稿
の
タ
イ

ト
ル

　

正
：
夏
休
み
の
友
（
昔
の
話
第
三
弾
）

　

誤
：
夏
休
み
の
話
（
昔
の
話
第
三
弾
）

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知

ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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